平成23年度「相模原市地域子育て支援事業」　　　　　　　　　　　2011年10月20日10時～12時実施　小山公民館
実施団体：みらい子育てネットさがみはら連絡協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　大久保徳久子氏
絵本で発見！　子育てのヒント
～コーチングの視点で絵本を読む～
★はじめに★　そもそも、コーチングとは？
【部下育成と子育ての共通点とは？】 ステップ①　引き出す・・・よく聴くこと
　　　　　　　　　　　      ステップ②　認めて伸ばす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ほめるのでなく認める

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 存在承認、変化承認、成果承認、
　　　　　　　　　　　　    ステップ③　体験や自立を促す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・手は出さずに、サポーターになる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自身に体験させる
★本のご紹介★　『くまのしんぶんきしゃ』　こんのひとみ／作　いもとようこ／絵　金の星社 　
『あかがいちばん』　キャシー・スティンスン／ぶん　　ロビン・ベアード・ルイス／え　　ふしみみさを／やく　ほるぷ出版
『おかあさんになるってどんなこと』　内田麟太郎／文　　中村悦子／絵　　ＰＨＰ研究所　
『てん』　ピーター・レイノルズ／作　　谷川俊太郎／訳　　あすなろ書房
『ブタはともだち』　マーク・ティーグ／作・絵　　小宮山みのり／訳　　徳間書店　
『しりたがりやのふくろうぼうや』　マイク・サラ―／作　　デービッド・ピースナー／絵　　せなあいこ／訳　　評論社　
『きはなんにもいわないの』　片山健／作　　学習研究社
『ザガズー』　　クエンティン・ブレイク　作・絵　　谷川俊太郎　訳　　好学社
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ということで、各自が考えた３ポイントのお土産を持ち帰りました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、講師レジメより編集）
これはいただき！　３ポイント





大変、好評な講座でした。


参加者１９名　市内各地から参加いただきました。


保育はすぐ満員になり、同室可能な方がたは、マットの上での受講となりました。


いろいろな絵本を紹介いただき、大変に参考になりました。「きはなんにもいわないの」では、お父さんが木になった話で、子どもが様々な困難に面して、お父さんに助けを求めますが、「きはなんにもいわないの」ということで、仕方なく子どもは自分で考え、解決して乗り越えていくお話です。「親」という字は、まさに「木」「立つ」「見る」という字で成り立っていて、親とはそのようにあるべきと思っていましたが、絵本になっているのを、うれしく思いました。他の絵本も示唆に富んだ楽しい作品です。


今後も、多くの方がたにこの講座を受講していただけたらと思いました。
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